
(57)【要約】

【課題】外力に対する接合強度を増大させて、耐震性を

向上させることができる絶縁継手構造を備えた弁を提供

する。

【解決手段】継手４は、弁箱本体３２に溶接され且つ挿

入孔を有する環状の第１の継手本体６と、一端部が挿入

孔に挿入される円筒状の第２の継手本体７とで構成され

、第２の継手本体７はその一端部に鍔部８を有し、第１

の継手本体６に、鍔部８の引抜方向Ａへの移動を規制す

る段付部９が形成され、段付部９に対して鍔部８とは反

対側から対向するように配置された環状の固定部材１３

が第２の継手本体７に外嵌され、第２の継手本体７に固

定部材１３と他方の管体３とが溶接され、第１の継手本

体６と第２の継手本体７との間および第１の継手本体６

と固定部材１３との間が絶縁材１４で絶縁されている。

【選択図】　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体 と を 継 手 を 介 し て 接 続 す る 絶 縁 継 手 構 造 で あ っ て 、 上 記 継 手 は 、
挿 入 孔 を 有 す る 環 状 の 第 １ の 継 手 本 体 と 、 一 端 部 が 上 記 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ る 筒 状 の 第 ２ の
継 手 本 体 と で 構 成 さ れ 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 は 、 そ の 一 端 部 の 外 周 面 に 、 全 周 に わ た っ て
外 側 へ 突 出 し た 鍔 部 を 有 し 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 に 、 上 記 鍔 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 内 径 を
有 し 且 つ 挿 入 孔 の 手 前 部 に 位 置 し て 上 記 鍔 部 の 引 抜 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 段 付 部 が 全 周
に わ た り 一 体 に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 に 一 方 の 管 体 が 溶 接 さ れ 、 上 記 段 付 部 に 対
し て 鍔 部 と は 反 対 側 か ら 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 環 状 の 固 定 部 材 が 第 ２ の 継 手 本 体 に 外
嵌 さ れ 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 に 固 定 部 材 と 他 方 の 管 体 と が 溶 接 さ れ 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体
と 第 ２ の 継 手 本 体 と の 間 お よ び 第 １ の 継 手 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 に 、 絶 縁 材 が 全 周 に わ た
り 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 絶 縁 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
絶 縁 材 は 、 相 対 向 す る 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付 部 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 に 装 填
さ れ る 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン と 、 相 対 向 す る 段 付 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 固 定 部 材 の 押 込 方
向 側 の 端 面 と の 間 に 装 填 さ れ る 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン と 、 鍔 部 の 外 周 面 と 挿 入 孔 の 内 周 面 と
の 間 に 装 填 さ れ る 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 と 、 第 ２ の 継 手 本 体 の 外 周 面 と 段 付 部 の 内 周 面 と の
間 に 装 填 さ れ る 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 と で 構 成 さ れ 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 径 方 向 の 幅
が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 径 方 向 の 幅 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 絶 縁 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 で あ っ て 、 第 １ の 継 手 本 体 が 弁 箱
の 一 部 を 形 成 し 、 こ の 弁 箱 に 一 方 の 管 体 が 一 体 に 設 け ら れ 、 第 ２ の 継 手 本 体 の 他 端 部 に 他
方 の 管 体 が 溶 接 さ れ 、 弁 箱 内 の 弁 体 を 開 く こ と に よ っ て 、 流 体 が 一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体
と の 間 を 流 れ る こ と を 特 徴 と す る 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 継 手 を 介 し て 一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体 と を 接 続 す る 絶 縁 継 手 構 造 お よ び 絶 縁 継
手 構 造 を 備 え た 弁 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 絶 縁 継 手 構 造 と し て は 、 例 え ば 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 一 方 の 管 体 ５ １ の 端 部 に 、 複
数 の ね じ 孔 ５ ２ を 有 す る 一 方 の フ ラ ン ジ ５ ３ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 他 方 の 管 体 ５ ４ の 端 部 に
、 複 数 の ボ ル ト 孔 ５ ５ を 有 す る 他 方 の フ ラ ン ジ ５ ６ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 こ れ ら 両 フ ラ ン ジ
５ ３ ， ５ ６ 同 士 が 複 数 の ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ に よ っ て 接 合 さ れ た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 各 ボ ル ト ５ ７ は 、 ボ ル ト 孔 ５ ５ に 挿 通 さ れ て ね じ 孔 ５ ２ に 螺 合 さ れ て い る 。 ま た 、 両
フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５ ６ 間 に は 、 電 気 絶 縁 性 お よ び シ ー ル 性 を 有 す る 絶 縁 シ ー ト ５ ９ が 介 装 さ
れ 、 上 記 各 ボ ル ト 孔 ５ ５ の 内 周 面 に は 、 円 筒 状 の 絶 縁 ス リ ー ブ ６ ０ が 挿 入 さ れ 、 各 ナ ッ ト
５ ８ と 他 方 の フ ラ ン ジ ５ ６ と の 間 に は 、 絶 縁 ワ ッ シ ャ ６ １ が 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ に よ る と 、 ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ を 用 い て 一 方 の 管 体 ５ １ と 他 方 の 管 体 ５ ４ と を 接
合 し た 場 合 、 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５ ６ 間 は 絶 縁 シ ー ト ５ ９ で 絶 縁 さ れ 、 ボ ル ト ５ ７ と 他 方 の
フ ラ ン ジ ５ ６ と の 間 は 絶 縁 ス リ ー ブ ６ ０ で 絶 縁 さ れ 、 ナ ッ ト ５ ８ と 他 方 の フ ラ ン ジ ５ ６ と
の 間 は 絶 縁 ワ ッ シ ャ ６ １ で 絶 縁 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 上 記 の よ う な 絶 縁 継 手 構 造 ６ ２ を 備 え た 弁 と し て は 、 例 え ば 図 １ ５ ， 図 １ ６ に 示 す
よ う に 、 ボ ー ル 弁 子 ６ ５ を 内 蔵 し た 弁 本 体 ６ ６ が 一 方 の 本 体 部 ６ ６ ａ と 他 方 の 本 体 部 ６ ６
ｂ と に 分 割 さ れ 、 一 方 の フ ラ ン ジ ５ ３ が 一 方 の 本 体 部 ６ ６ ａ に 一 体 に 形 成 さ れ 、 他 方 の フ
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ラ ン ジ ５ ６ が 他 方 の 本 体 部 ６ ６ ｂ に 一 体 に 形 成 さ れ 、 こ れ ら 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５ ６ 同 士 が
複 数 の ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ で 接 合 さ れ て い る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。
） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ６ ２ － １ ４ ９ ６ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 上 記 の 従 来 形 式 で は 、 例 え ば 、 地 中 に 埋 設 さ れ て い る 配 管 を 図 １ ４ に 示 し た
絶 縁 継 手 構 造 ６ ２ を 用 い て 接 合 し た 場 合 、 ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ で 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５
６ 同 士 を 接 合 し て い る た め 、 外 力 に 対 し て 接 合 強 度 が 弱 く 、 耐 震 性 が 劣 る と い っ た 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 図 １ ５ ， 図 １ ６ に 示 し た よ う に 地 中 に 埋 設 さ れ て い る 弁 ６ ７ に 上 記 の よ う な 絶 縁 継
手 構 造 ６ ２ を 備 え た 場 合 も 同 様 に 、 ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ で 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５ ６ 同 士
を 接 合 し て い る た め 、 外 力 に 対 し て 接 合 強 度 が 弱 く 、 耐 震 性 が 劣 る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 を 増 大 さ せ て 、 耐 震 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 絶 縁 継
手 構 造 お よ び 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 第 １ 発 明 は 、 一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体 と を 継 手 を 介 し て 接 続
す る 絶 縁 継 手 構 造 で あ っ て 、 上 記 継 手 は 、 挿 入 孔 を 有 す る 環 状 の 第 １ の 継 手 本 体 と 、 一 端
部 が 上 記 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ る 筒 状 の 第 ２ の 継 手 本 体 と で 構 成 さ れ 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 は
、 そ の 一 端 部 の 外 周 面 に 、 全 周 に わ た っ て 外 側 へ 突 出 し た 鍔 部 を 有 し 、 上 記 第 １ の 継 手 本
体 に 、 上 記 鍔 部 の 外 径 よ り も 小 さ な 内 径 を 有 し 且 つ 挿 入 孔 の 手 前 部 に 位 置 し て 上 記 鍔 部 の
引 抜 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 段 付 部 が 全 周 に わ た り 一 体 に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体
に 一 方 の 管 体 が 溶 接 さ れ 、 上 記 段 付 部 に 対 し て 鍔 部 と は 反 対 側 か ら 対 向 す る よ う に 配 置 さ
れ た 環 状 の 固 定 部 材 が 第 ２ の 継 手 本 体 に 外 嵌 さ れ 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 に 固 定 部 材 と 他 方
の 管 体 と が 溶 接 さ れ 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 と 第 ２ の 継 手 本 体 と の 間 お よ び 第 １ の 継 手 本 体
と 固 定 部 材 と の 間 に 、 絶 縁 材 が 全 周 に わ た り 設 け ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ る と 、 第 １ の 継 手 本 体 の 挿 入 孔 に 第 ２ の 継 手 本 体 の 一 端 部 を 挿 入 し 、 第 ２ の 継 手
本 体 の 他 端 側 か ら 固 定 部 材 を 外 嵌 し 、 こ の 固 定 部 材 を 第 ２ の 継 手 本 体 に 溶 接 す る 。 こ れ に
よ り 、 段 付 部 が 鍔 部 に 対 し て 引 抜 方 向 側 に 対 向 す る た め 、 第 ２ の 継 手 本 体 の 引 抜 方 向 へ の
移 動 は 上 記 段 付 部 と 鍔 部 と に よ っ て 規 制 さ れ る 。 ま た 、 段 付 部 が 固 定 部 材 に 対 し て 押 込 方
向 側 に 対 向 す る た め 、 第 ２ の 継 手 本 体 の 押 込 方 向 へ の 移 動 は 上 記 段 付 部 と 固 定 部 材 と に よ
っ て 規 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 継 手 本 体 が 第 １ の 継 手 本 体 に 固 定 さ れ 、 第 １ の 継 手
本 体 と 第 ２ の 継 手 本 体 と の 間 お よ び 第 １ の 継 手 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 は 絶 縁 材 で 絶 縁 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 に 一 方 の 管 体 が 溶 接 さ れ 、 第 ２ の 継 手 本 体 に 他 方 の 管 体 と 固 定
部 材 と が 溶 接 さ れ て 一 体 に 取 付 け ら れ て い る と と も に 、 段 付 部 が 第 １ の 継 手 本 体 に 一 体 に
形 成 さ れ て い る た め 、 ボ ル ト ， ナ ッ ト で 両 フ ラ ン ジ 同 士 を 接 合 す る 従 来 形 式 の 絶 縁 継 手 構
造 に 比 べ て 、 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 第 ２ 発 明 は 、 絶 縁 材 は 、 相 対 向 す る 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付 部 の 押 込 方 向
側 の 端 面 と の 間 に 装 填 さ れ る 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン と 、 相 対 向 す る 段 付 部 の 引 抜 方 向 側 の 端
面 と 固 定 部 材 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 に 装 填 さ れ る 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン と 、 鍔 部 の 外 周
面 と 挿 入 孔 の 内 周 面 と の 間 に 装 填 さ れ る 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 と 、 第 ２ の 継 手 本 体 の 外 周 面
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と 段 付 部 の 内 周 面 と の 間 に 装 填 さ れ る 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 と で 構 成 さ れ 、 上 記 一 方 の 絶 縁
パ ッ キ ン の 径 方 向 の 幅 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 径 方 向 の 幅 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ に よ る と 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 接 触 面 積 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 接 触 面 積 よ り も 小
さ く な る た め 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 圧 縮 量 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 圧 縮 量 よ り も 大 き く
な り 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 面 圧 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン の 面 圧 よ り も 高 く な る 。 こ れ に よ
っ て 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン は シ ー ル に 要 す る 十 分 大 き な 面 圧 を 確 保 す る こ と が で き 、
し た が っ て 、 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付 部 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 が 上 記 一 方 の 絶
縁 パ ッ キ ン に よ っ て 確 実 に シ ー ル さ れ 、 内 部 の 流 体 が 上 記 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付
部 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 を 通 っ て 外 部 へ 漏 れ 出 す の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 第 ３ 発 明 は 、 上 記 第 １ 発 明 又 は 第 ２ 発 明 の 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 で あ っ て 、
第 １ の 継 手 本 体 が 弁 箱 の 一 部 を 形 成 し 、 こ の 弁 箱 に 一 方 の 管 体 が 一 体 に 設 け ら れ 、 第 ２ の
継 手 本 体 の 他 端 部 に 他 方 の 管 体 が 溶 接 さ れ 、 弁 箱 内 の 弁 体 を 開 く こ と に よ っ て 、 流 体 が 一
方 の 管 体 と 他 方 の 管 体 と の 間 を 流 れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ に よ る と 、 継 手 を 介 し て 他 方 の 管 体 が 弁 箱 に 接 続 さ れ る た め 、 ボ ル ト ， ナ ッ ト で 両 フ
ラ ン ジ 同 士 を 接 合 す る 従 来 形 式 の 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 に 比 べ て 、 外 力 に 対 す る 接 合 強
度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に お け る 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 １ ０ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す
よ う に 、 １ は 一 方 の 管 体 ２ と 他 方 の 管 体 ３ と を 継 手 ４ を 介 し て 接 続 す る 絶 縁 継 手 構 造 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 継 手 ４ は 、 挿 入 孔 ５ を 有 す る 円 環 状 の 第 １ の 継 手 本 体 ６ と
、 一 端 部 が 上 記 挿 入 孔 ５ に 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の 第 ２ の 継 手 本 体 ７ と で 構 成 さ れ て い る 。 尚
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 挿 入 孔 ５ は 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 他 端 側 に 形 成 さ れ 、 第 １ の 継 手
本 体 ６ の 一 端 側 に は 、 挿 入 孔 ５ よ り も 外 側 に 拡 径 し た 内 周 面 ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ は 、 そ の 一 端 部 の 外 周 面 に 、 全 周 に わ た っ て 外 側
へ 突 出 し た 鍔 部 ８ を 有 し て い る 。 尚 、 上 記 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ に は 、 径 方 向 の 内 側 に 落 ち
込 ん だ 被 係 合 部 ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ に は 、 挿 入 孔 ５ の 手 前 部 に 位 置 し て 上 記 鍔 部
８ の 引 抜 方 向 Ａ へ の 移 動 を 規 制 す る 段 付 部 ９ が 全 周 に わ た り 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 尚 、
上 記 段 付 部 ９ の 内 径 Ｄ ｉ は 、 鍔 部 ８ の 外 径 Ｄ ｏ よ り も 小 さ く 且 つ 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 径
Ｄ よ り も 僅 か に 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 に は 、 両 端 部 の 口 径 が 異 な る 異 径 短 管 １ １ （ レ ジ ュ ー
サ 等 ） を 介 し て 、 上 記 一 方 の 管 体 ２ が 全 周 溶 接 Ｗ １ に よ り 一 体 に 接 合 さ れ て い る 。 尚 、 上
記 異 径 短 管 １ １ は 全 周 溶 接 Ｗ ２ に よ り 第 １ の 継 手 本 体 ６ に 一 体 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 段 付 部 ９ に 対 し て 鍔 部 ８ と は 反 対 側 （ 手 前 外 側 ） か ら 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ
た 円 環 状 の 固 定 部 材 １ ３ が 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 外 嵌 さ れ て い る 。 尚 、 上 記 固 定 部 材 １ ３ の
他 端 部 は 全 周 溶 接 Ｗ ３ に よ っ て 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 に 一 体 に 接 合 さ れ て い る 。 ま た
、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 他 端 部 に は 、 他 方 の 管 体 ３ が 全 周 溶 接 Ｗ ４ に よ っ て 一 体 に 接 合
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 ６ と 第 ２ の 継 手 本 体 ７ と の 間 お よ び 第 １ の 継 手 本 体 ６ と 固 定 部
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材 １ ３ と の 間 は 絶 縁 材 １ ４ に よ っ て 絶 縁 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ２ ， 図 ６ に 示 す よ う に
、 絶 縁 材 １ ４ は 、 相 対 向 す る 鍔 部 ８ の 引 抜 方 向 Ａ 側 の 端 面 ８ ｃ と 段 付 部 ９ の 押 込 方 向 Ｂ 側
の 端 面 ９ ａ と の 間 に 装 填 さ れ る 円 環 状 の 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ と 、 相 対 向 す る 段 付 部
９ の 引 抜 方 向 Ａ 側 の 端 面 ９ ｂ と 固 定 部 材 １ ３ の 押 込 方 向 Ｂ 側 の 端 面 １ ３ ａ と の 間 に 装 填 さ
れ る 円 環 状 の 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ と 、 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ と 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 と の
間 に 装 填 さ れ る 円 筒 状 の 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ と 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 と 段 付
部 ９ の 内 周 面 ９ ｃ と の 間 に 装 填 さ れ る 円 筒 状 の 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ と で 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
尚 、 上 記 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 材 質 は 例 え ば 四 ふ っ 化 エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 等 で
あ る 。 ま た 、 上 記 各 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ ， １ ４ ｄ も 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ ， １ ４ ｂ と 同 程 度
以 上 の 硬 度 を 有 す る 絶 縁 樹 脂 を 材 質 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 記 両 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 径 は 同 一 で あ り 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４
ａ の 外 径 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 一 方 の
絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 径 方 向 の 幅 Ｄ ａ は 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 径 方 向 の 幅 Ｄ ｂ よ り
も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ は 、 鍔 部 ８ の 被 係 合 部 ８ ｂ （ 図 ４ 参 照 ） に 係 合 し て
押 込 方 向 Ｂ へ の 位 置 ず れ を 防 止 す る 位 置 決 め 用 突 片 １ ４ ｃ ｉ を 有 し て い る 。 尚 、 図 ２ に 示
す よ う に 、 上 記 位 置 決 め 用 突 片 １ ４ ｃ ｉ は 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 外 周 側 に 位 置 し 、
ま た 、 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ は 両 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 内 周 側 に 位 置 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ に 全 周 に わ た り 形 成 さ れ た 溝 １ ６ に は 、 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １
４ ｃ の 内 周 面 と 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ と の 間 を シ ー ル す る 内 側 Ｏ － リ ン グ １ ７ （ シ ー ル 部 材
の 一 例 ） が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 さ ら に 、 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 に 全 周 に わ た り 形 成 さ れ た 溝 １
８ に は 、 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ の 外 周 面 と 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 と の 間 を シ ー ル す る 外 側
Ｏ － リ ン グ １ ９ （ シ ー ル 部 材 の 一 例 ） が 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 上 記 構 成 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
先 ず 、 図 ７ ， 図 ８ に 示 す よ う に 、 両 Ｏ － リ ン グ １ ７ ， １ ９ を そ れ ぞ れ 溝 １ ６ ， １ ８ に 嵌 め
込 ん だ 後 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 か ら 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ と 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部
材 １ ４ ｃ と を 挿 入 し 、 上 記 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ を 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 に 嵌 め 込 み 、 上
記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ を 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ 内 に 嵌 め 込 ん で 段 付 部 ９ の 端 面
９ ａ に 当 て 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 ８ の 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ を 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 か ら 挿
入 孔 ５ に 挿 入 す る 。 こ の 際 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 鍔 部 ８ が 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ を 介
し て 段 付 部 ９ に 当 接 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 引 抜 方 向 Ａ へ の 移 動 が 規 制 さ れ
、 上 記 挿 入 孔 ５ に 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 一 端 部 が 挿 入 さ れ る 。 そ の 後 、 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン
１ ４ ｂ と 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ と を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 外 嵌 し 、 上 記 第 ２ の 絶 縁 樹 脂
部 材 １ ４ ｄ を 段 付 部 ９ の 内 周 面 ９ ｃ と 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 と の 間 に 挿 入 し 、 上 記 他
方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ を 段 付 部 ９ の 端 面 ９ ｂ に 当 て 付 け て 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ に
外 嵌 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 １ ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 他 端 側 か ら 第 ２ の 継 手
本 体 ７ に 外 嵌 し て 第 １ の 継 手 本 体 ６ 側 に 押 し 付 け る と と も に 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 引
抜 方 向 Ａ へ の 引 張 力 Ｆ を 加 え て 引 張 り 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ を 引 抜 方 向 Ａ へ 伸 ば し た 状 態 で
、 固 定 部 材 １ ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 に 溶 接 （ 全 周 溶 接 Ｗ ３ ） す る 。 次 に 、 上 記 引
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張 力 Ｆ を 除 く こ と に よ っ て 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ が 押 込 方 向 Ｂ へ 縮 も う と す る た め 、 固 定 部
材 １ ３ と 鍔 部 ８ と が そ れ ぞ れ 段 付 部 ９ に 強 い 押 圧 力 で 押 圧 さ れ 、 隙 間 が 生 じ る こ と は な い
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ の 後 、 図 １ ０ の 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 他 方 の 管 体 ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 他 端 に 全 周 溶
接 Ｗ ４ （ 図 １ 参 照 ） に よ っ て 一 体 に 接 合 す る 。 さ ら に 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 に 全 周
溶 接 Ｗ ２ （ 図 １ 参 照 ） に よ っ て 異 径 短 管 １ １ を 一 体 に 接 合 す る と と も に 、 こ の 異 径 短 管 １
１ に 全 周 溶 接 Ｗ １ （ 図 １ 参 照 ） に よ っ て 一 方 の 管 体 ２ を 一 体 に 接 合 す る 。 こ れ に よ り 、 図
１ に 示 す よ う に 、 継 手 ４ を 介 し て 一 方 の 管 体 ２ と 他 方 の 管 体 ３ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の よ う な 絶 縁 継 手 構 造 １ に よ る と 、 段 付 部 ９ は 鍔 部 ８ に 対 し て 引 抜 方 向 Ａ 側 に 対 向 す
る た め 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 引 抜 方 向 Ａ へ の 移 動 は 上 記 段 付 部 ９ と 鍔 部 ８ と に よ っ て 規 制
さ れ る 。 ま た 、 段 付 部 ９ は 固 定 部 材 １ ３ に 対 し て 押 込 方 向 Ｂ 側 に 対 向 す る た め 、 第 ２ の 継
手 本 体 ７ の 押 込 方 向 Ｂ へ の 移 動 は 上 記 段 付 部 ９ と 固 定 部 材 １ ３ と に よ っ て 規 制 さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ が 第 １ の 継 手 本 体 ６ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 際 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 相 対 向 す る 鍔 部 ８ の 端 面 ８ ｃ と 段 付 部 ９ の 端 面 ９ ａ と の 間 が
一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ に よ っ て 絶 縁 さ れ 、 相 対 向 す る 段 付 部 ９ の 端 面 ９ ｂ と 固 定 部 材
１ ３ の 端 面 １ ３ ａ と の 間 が 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ に よ っ て 絶 縁 さ れ 、 鍔 部 ８ の 外 周 面
８ ａ と 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 と の 間 が 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ に よ っ て 絶 縁 さ れ 、 第 ２ の 継
手 本 体 ７ の 外 周 面 と 段 付 部 ９ の 内 周 面 ９ ｃ と の 間 が 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ に よ っ て 絶
縁 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 両 管 体 ２ ， ３ 内 に 都 市 ガ ス 等 の 可 燃 性 の 流 体 が 流 れ る 場
合 で あ っ て も 、 上 記 一 方 の 管 体 ２ と 他 方 の 管 体 ３ と の 間 が 絶 縁 さ れ る た め 、 防 爆 お よ び 防
食 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 ６ に 異 径 短 管 １ １ を 介 し て 一 方 の 管 体 ２ が 溶 接 さ れ 、 第 ２ の 継
手 本 体 ７ に 他 方 の 管 体 ３ と 固 定 部 材 １ ３ と が 溶 接 さ れ て 一 体 に 取 付 け ら れ て い る と と も に
、 段 付 部 ９ が 第 １ の 継 手 本 体 ６ に 一 体 に 形 成 さ れ て い る た め 、 従 来 （ 図 １ ４ 参 照 ） の よ う
に ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ で 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ， ５ ６ 同 士 を 接 合 す る 形 式 の 絶 縁 継 手 構 造 ６
２ に 比 べ て 、 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 径 方 向 の 幅 Ｄ ａ は 他 方 の 絶 縁 パ
ッ キ ン １ ４ ｂ の 径 方 向 の 幅 Ｄ ｂ よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る た め 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一
方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 接 触 面 積 は 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 接 触 面 積 よ り も 小 さ く
な る 。 こ れ に よ り 、 上 記 の よ う に 固 定 部 材 １ ３ を 押 込 方 向 Ｂ へ 押 し 込 ん だ 状 態 で 第 ２ の 継
手 本 体 ７ に 溶 接 （ 全 周 溶 接 Ｗ ３ ） し た 場 合 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 圧 縮 量 が 他 方 の
絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 圧 縮 量 よ り も 大 き く な り 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 面 圧 が 他 方
の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 面 圧 よ り も 高 く な る た め 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ は シ ー
ル に 要 す る 十 分 大 き な 面 圧 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 上 記 全 周 溶 接 Ｗ ３ を し た 後 、 引 抜 方 向 Ａ へ の 引 張 力 が 作 用 し た 場 合 、 上 記 一 方 の 絶
縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 面 圧 が 増 大 す る た め 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ に よ る シ ー ル 性
が さ ら に 向 上 す る 。 ま た 、 押 込 方 向 Ｂ へ の 圧 縮 力 が 作 用 し た 場 合 、 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １
４ ｂ の 接 触 面 積 が 大 き い 分 、 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ の 圧 縮 量 が 小 さ く な り （ あ ま り 圧
縮 さ れ な い ） 、 こ の た め 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 圧 縮 量 は わ ず か に 減 少 す る だ け で
あ ま り 変 化 せ ず 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 面 圧 の 減 少 も 軽 微 と な り 、 上 記 一 方 の 絶 縁
パ ッ キ ン １ ４ ａ に よ る シ ー ル 性 の 低 下 は ほ と ん ど な く 、 十 分 な シ ー ル 性 が 確 保 で き る 。 し
た が っ て 、 鍔 部 ８ の 端 面 ８ ｃ （ 図 ４ 参 照 ） と 段 付 部 ９ の 端 面 ９ ａ （ 図 ３ 参 照 ） と の 間 が 上
記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ に よ っ て 確 実 に シ ー ル さ れ 、 内 部 の 流 体 が 上 記 両 端 面 ８ ｃ ，
９ ａ 間 を 通 っ て 外 部 へ 漏 れ 出 す の を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 外 周 縁 に は 、 こ の パ ッ キ ン １
４ ａ と 同 程 度 以 上 の 硬 度 を 有 す る 第 １ の 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ が 配 置 さ れ 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン
１ ４ ａ の 内 周 縁 に は 、 こ の パ ッ キ ン １ ４ ａ と 同 程 度 以 上 の 硬 度 を 有 す る 第 ２ の 樹 脂 部 材 １
４ ｄ が 配 置 さ れ て い る た め 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ の 径 方 向 へ の 変 形 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ は 、 位 置 決 め 用 突 片 １ ４ ｃ ｉ が 鍔 部 ８ の 被 係
合 部 ８ ｂ （ 図 ４ 参 照 ） に 係 合 す る こ と に よ り 、 押 込 方 向 Ｂ へ の 位 置 ず れ が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 内 周 面 ６ ａ は 挿 入 孔 ５ よ り も 外 側 に 拡 径
し て い る た め 、 上 記 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 内 周 面 ６ ａ と 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ と は 径 方 向 に お
い て 一 定 の 段 差 Ｅ が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 万 一 、 配 管 内 の 異 物 が 上 記 内 周 面 ６ ａ に 堆
積 し て も 、 上 記 段 差 Ｅ の 存 在 に よ っ て 上 記 異 物 が 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 鍔 部 ８ に ま で 達 す る
こ と は 防 止 さ れ 、 し た が っ て 、 上 記 異 物 を 介 し て 第 １ の 継 手 本 体 ６ と 第 ２ の 継 手 本 体 ７ と
が 導 通 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
尚 、 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ の 内 周 面 と 鍔 部 ８ の 外 周 面 ８ ａ と の 間 は 内 側 Ｏ － リ ン グ １
７ に よ っ て シ ー ル さ れ 、 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ の 外 周 面 と 挿 入 孔 ５ の 内 周 面 と の 間 は
外 側 Ｏ － リ ン グ １ ９ に よ っ て シ ー ル さ れ る 。 こ れ に よ り 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ
に よ る シ ー ル 機 能 に 、 上 記 両 Ｏ － リ ン グ １ ７ ， １ ９ に よ る シ ー ル 機 能 が 加 わ る た め 、 万 一
、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ が 劣 化 し た り 損 傷 し て も 、 上 記 両 Ｏ － リ ン グ １ ７ ， １ ９
に よ っ て シ ー ル 性 が 保 持 さ れ 、 こ れ に よ り 、 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 防 爆 対 象 の 流 体 と し て 都 市 ガ ス が 流 れ る 管 路 に 上 記 絶 縁 継 手
構 造 １ を 採 用 し て い る が 、 都 市 ガ ス に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 流 体 、 例 え ば 石 油 精
製 プ ラ ン ト 等 の 管 路 に 上 記 絶 縁 継 手 構 造 １ を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 実 施 の
形 態 は 、 先 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 絶 縁 継 手 構 造 １ を 供 え た ボ ー ル 弁 ３ ０ で あ り
、 そ の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 ボ ー ル 弁 ３ ０ は 二 方 弁 で あ り 、 そ の 弁 箱 ３ １ は 弁 箱 本 体 ３ ２ と 継 手 ４ と で 構 成 さ れ て
い る 。 一 方 の 管 体 ２ は 、 弁 箱 本 体 ３ ２ の 一 端 側 に 鍛 造 に よ っ て 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 配
管 （ 図 示 省 略 ） に 対 す る 挿 口 を 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 上 記 弁 箱 本 体 ３ ２ の 他 端 側 に は 、 継 手 ４ の 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 部 が 全 周 溶 接 Ｗ
５ に よ っ て 一 体 に 接 合 さ れ て お り 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 挿 入 孔 ５ に は 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の
一 端 部 が 挿 入 さ れ 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に は 他 方 の 管 体 ３ と 固 定 部 材 １ ３ と が そ れ ぞ れ 全 周
溶 接 Ｗ ３ ， Ｗ ４ に よ っ て 一 体 に 接 合 さ れ て い る 。 尚 、 他 方 の 管 体 ３ は 配 管 （ 図 示 省 略 ） に
対 す る 挿 口 を 成 し て い る 。 ま た 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ は 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ 側 か ら 弁 箱 本 体
３ ２ 側 に 向 け て 次 第 に 拡 大 す る テ ー パ ー 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 継 手 ４ と 他 方 の 管 体
３ と の 接 合 構 造 は 先 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 一 方 の 管 体 ２ 内 の 奥 端 側 に は 、 弁 箱 内 空 間 ３ ３ と 一 方 の 管 体 ２ 内 と に 連 通 す る 一 方 の
弁 箱 ポ ー ト ３ ４ が 形 成 さ れ 、 一 方 の 弁 箱 ポ ー ト ３ ４ の 開 口 周 縁 部 に は 円 環 状 の 弁 箱 シ ー ト
３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ 内 の 奥 端 側 に は 、 弁 箱 内 空 間 ３ ３ と 第 ２
の 継 手 本 体 ７ 内 と に 連 通 す る 他 方 の 弁 箱 ポ ー ト ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 他 方 の 弁 箱 ポ
ー ト ３ ６ に は 弁 箱 シ ー ト は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
弁 箱 内 空 間 ３ ３ に は 、 弁 棒 ３ ７ の 軸 心 廻 り に 回 転 す る 弁 体 ３ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 弁
体 ３ ８ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 全 開 時 に お い て 上 記 両 弁 箱 ポ ー ト ３ ４ ， ３ ６ 間 を 連 通 す る
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弁 体 流 路 ３ ９ を 有 し 、 こ の 弁 体 流 路 ３ ９ に 直 交 す る 方 向 の い ず れ か 片 側 位 置 に は 、 図 １ １
に 示 す よ う に 全 閉 時 に お い て 上 記 弁 箱 シ ー ト ３ ５ に 圧 接 す る 円 板 状 の 弁 体 シ ー ト ４ ０ が 設
け ら れ て い る 。
以 下 、 上 記 構 成 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
第 １ の 継 手 本 体 ６ を 弁 箱 本 体 ３ ２ に 溶 接 す る 前 に 、 先 ず 、 両 Ｏ － リ ン グ １ ７ ， １ ９ を そ れ
ぞ れ 溝 １ ６ ， １ ８ に 嵌 め 込 ん だ 後 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 か ら 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １
４ ａ と 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ と を 挿 入 し 、 上 記 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ を 挿 入 孔 ５
の 内 周 面 に 嵌 め 込 み 、 上 記 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ を 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｃ 内 に 嵌
め 込 ん で 段 付 部 ９ の 端 面 ９ ａ に 当 て 付 け る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
次 に 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ を 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 か ら 挿 入 孔 ５
に 挿 入 す る 。 こ の 際 、 鍔 部 ８ が 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ａ を 介 し て 段 付 部 ９ に 当 接 す る こ
と に よ り 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 引 抜 方 向 Ａ へ の 移 動 が 規 制 さ れ 、 上 記 挿 入 孔 ５ に 第 ２ の 継
手 本 体 ７ の 一 端 部 が 挿 入 さ れ る 。 そ の 後 、 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ と 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部
材 １ ４ ｄ と を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 外 嵌 し 、 上 記 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ を 段 付 部 ９ の 内
周 面 ９ ｃ と 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 と の 間 に 挿 入 し 、 上 記 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン １ ４ ｂ を
段 付 部 ９ の 端 面 ９ ｂ に 当 て 付 け て 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材 １ ４ ｄ に 外 嵌 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ し て 、 固 定 部 材 １ ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 他 端 側 か ら 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 外 嵌 し て 第 １
の 継 手 本 体 ６ 側 に 押 し 付 け る と と も に 、 上 記 第 ２ の 継 手 本 体 ７ に 引 抜 方 向 Ａ （ 図 １ １ 参 照
） へ の 引 張 力 Ｆ を 加 え て 引 張 り 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ を 引 抜 方 向 Ａ へ 伸 ば し た 状 態 で 、 固 定
部 材 １ ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 外 周 面 に 溶 接 （ 全 周 溶 接 Ｗ ３ ） す る 。 次 に 、 上 記 引 張 力 Ｆ
を 除 く こ と に よ っ て 、 第 ２ の 継 手 本 体 ７ が 押 込 方 向 Ｂ （ 図 １ １ 参 照 ） へ 縮 も う と す る た め
、 固 定 部 材 １ ３ と 鍔 部 ８ と が そ れ ぞ れ 段 付 部 ９ に 強 い 押 圧 力 で 押 圧 さ れ 、 隙 間 が 生 じ る こ
と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
そ の 後 、 他 方 の 管 体 ３ を 第 ２ の 継 手 本 体 ７ の 他 端 に 全 周 溶 接 Ｗ ４ に よ っ て 一 体 に 接 合 す る
。 さ ら に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 継 手 本 体 ６ の 一 端 側 を 全 周 溶 接 Ｗ ２ に よ っ て 弁 箱
本 体 ３ ２ に 一 体 に 接 合 す る 。 こ れ に よ り 、 継 手 ４ を 介 し て 他 方 の 管 体 ３ が 弁 箱 ３ １ に 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 ボ ー ル 弁 ３ ０ 内 に 都 市 ガ ス 等 の 可 燃 性 の 流 体 が 流 れ る 場 合 で あ っ て も 、 上 記 弁 箱 ３
１ と 他 方 の 管 体 ３ と の 間 が 絶 縁 さ れ る た め 、 防 爆 お よ び 防 食 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 従 来 （ 図 １ ５ ， 図 １ ６ 参 照 ） の よ う に ボ ル ト ５ ７ ， ナ ッ ト ５ ８ で 両 フ ラ ン ジ ５ ３ ，
５ ６ 同 士 を 接 合 す る 形 式 の 絶 縁 継 手 構 造 ６ ２ を 備 え た ボ ー ル 弁 ６ ７ に 比 べ て 、 上 記 ボ ー ル
弁 ３ ０ の 方 が 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 弁 棒 ３ ７ を 介 し て 弁 体 ３ ８ を 全 開 位 置 ま で 回 転 し た 場 合 、 両
弁 箱 ポ ー ト ３ ４ ， ３ ６ 間 が 弁 体 流 路 ３ ９ に よ っ て 連 通 し 、 一 方 の 管 体 ２ 内 か ら 流 れ 込 ん だ
流 体 は 、 一 方 の 弁 箱 ポ ー ト ３ ４ と 弁 体 流 路 ３ ９ と 他 方 の 弁 箱 ポ ー ト ３ ６ と を 通 っ て 、 他 方
の 管 体 ３ 内 へ 流 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 弁 棒 ３ ７ を 介 し て 弁 体 ３ ８ を 全 閉 位 置 ま で 回 転 し た 場 合 、 弁
体 シ ー ト ４ ０ が 弁 箱 シ ー ト ３ ５ に 圧 接 す る こ と に よ り 、 一 方 の 弁 箱 ポ ー ト ３ ４ 側 が 弁 体 シ
ー ト ４ ０ で 閉 塞 さ れ る た め 、 一 方 の 管 体 ２ 内 の 流 体 は 、 上 記 弁 体 シ ー ト ４ ０ で 遮 断 さ れ 、
他 方 の 管 体 ３ へ 流 れ る こ と を 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 一 方 の 管 体 ２ 側 を 流 体 入 口 と し 、 他 方 の 管 体 ３ を 流 体 出 口 と
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し て い る が 、 流 体 出 入 口 を 反 対 に し て も よ い 。
上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 防 爆 対 象 の 流 体 と し て 都 市 ガ ス が 流 れ る 管 路 に 上 記 ボ ー ル 弁
３ ０ を 設 け て い る が 、 都 市 ガ ス に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 流 体 、 例 え ば 石 油 精 製 プ
ラ ン ト 等 の 管 路 に 上 記 ボ ー ル 弁 ３ ０ を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 ボ ー ル 弁 ３ ０ を 二 方 弁 と し て い る が 、 三 方 弁 や 他 の 形 式 の 弁
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 第 １ 発 明 で は 、 継 手 を 介 し て 一 方 の 管 体 と 他 方 の 管 体 と を 接 続 し た 際 、 第
１ の 継 手 本 体 と 第 ２ の 継 手 本 体 と の 間 お よ び 第 １ の 継 手 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 は 絶 縁 材 で
絶 縁 さ れ る 。 ま た 、 ボ ル ト ， ナ ッ ト で 両 フ ラ ン ジ 同 士 を 接 合 す る 従 来 形 式 の 絶 縁 継 手 構 造
に 比 べ て 、 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 本 第 ２ 発 明 で は 、 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン は シ ー ル に 要 す る 十 分 大 き な 面 圧 を 確 保 す る
こ と が で き 、 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付 部 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 が 上 記 一 方 の 絶
縁 パ ッ キ ン に よ っ て 確 実 に シ ー ル さ れ 、 内 部 の 流 体 が 上 記 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面 と 段 付
部 の 押 込 方 向 側 の 端 面 と の 間 を 通 っ て 外 部 へ 漏 れ 出 す の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
さ ら に 、 本 第 ３ 発 明 で は 、 ボ ル ト ， ナ ッ ト で 両 フ ラ ン ジ 同 士 を 接 合 す る 従 来 形 式 の 絶 縁 継
手 構 造 を 備 え た 弁 に 比 べ て 、 外 力 に 対 す る 接 合 強 度 が 増 大 し 、 耐 震 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 絶 縁 継 手 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 の 第 １ の 継 手 本 体 の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 の 第 ２ の 継 手 本 体 の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 の 固 定 部 材 の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 の 絶 縁 材 を 構 成 し て い る 構 成 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 用 い て 管 体 を 接 続 す る 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 第 １ の 継 手
本 体 に 絶 縁 材 を 装 着 す る 行 程 を 示 す 。
【 図 ８ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 用 い て 管 体 を 接 続 す る 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 第 １ の 継 手
本 体 に 第 ２ の 継 手 本 体 を 装 着 す る 行 程 を 示 す 。
【 図 ９ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 用 い て 管 体 を 接 続 す る 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 継 手 に 固 定
部 材 を 装 着 す る 行 程 を 示 す 。
【 図 １ ０ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 用 い て 管 体 を 接 続 す る 手 順 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 継 手 に 管
体 を 溶 接 す る 行 程 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 の 断 面 図 で あ り 、
全 閉 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 の 断 面 図 で あ り 、 全 開 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 の 絶 縁 継 手 構 造 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 絶 縁 継 手 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 同 、 絶 縁 継 手 構 造 を 備 え た 弁 の 絶 縁 継 手 構 造 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 絶 縁 継 手 構 造
２ 　 　 一 方 の 管 体
３ 　 　 他 方 の 管 体
４ 　 　 継 手
５ 　 　 挿 入 孔
６ 　 　 第 １ の 継 手 本 体
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７ 　 　 第 ２ の 継 手 本 体
８ 　 　 鍔 部
８ ａ 　 　 鍔 部 の 外 周 面
８ ｃ 　 　 鍔 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面
９ 　 　 段 付 部
９ ａ 　 　 段 付 部 の 押 込 方 向 側 の 端 面
９ ｂ 　 　 段 付 部 の 引 抜 方 向 側 の 端 面
９ ｃ 　 　 段 付 部 の 内 周 面
１ ３ 　 　 固 定 部 材
１ ３ ａ 　 　 固 定 部 材 の 押 込 方 向 側 の 端 面
１ ４ 　 　 絶 縁 材
１ ４ ａ 　 　 一 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン
１ ４ ｂ 　 　 他 方 の 絶 縁 パ ッ キ ン
１ ４ ｃ 　 　 第 １ の 絶 縁 樹 脂 部 材
１ ４ ｄ 　 　 第 ２ の 絶 縁 樹 脂 部 材
３ ０ 　 　 ボ ー ル 弁
３ １ 　 　 弁 箱
３ ８ 　 　 弁 体
Ａ 　 　 引 抜 方 向
Ｂ 　 　 押 込 方 向
Ｄ ａ ， Ｄ ｂ 　 　 径 方 向 の 幅
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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